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　今定例会初日の平成１５年６月１８日（水）に、議員から「芦
屋市定数条例を廃止する条例の制定について」の提出があ
りました。
　この議案は、震災後の平成７年に制定した助役定数を２
人にする「芦屋市助役定数条例」を廃止し、助役を１人に
戻すというものです。同日には、市長から本年３月で山内
助役の任期満了に伴い欠員となっていました助役の選任議
案の提出がありましたが、助役定数条例の廃止案の審議結
果が出た後に審議を行うことに決定し、まず、助役定数条

例の廃止案の審査を行いました。
　総務常任委員会の審査では、議案提出者から、震災で膨
らんだ歳出規模も震災前の規模に戻り、復興事業も事後処
理を残すのみとなった。加えて財政難の状況で助役を２人
にするのは民意に反しているという説明がありました。委
員からは、復興事業が８割完成したといっても、残りの２
割が非常に厳しい。これからが正念場の中、決定権のある
市長・助役が住民交渉に当たるなど、２人助役で事業を早
期に完成させる方が経費の削減につながる等、それぞれの

意見を述べ、議案提出者の見解をただしました。
　その後、委員からは、復興事業の早期完了と財政再建の
ためには２人の行政を知り尽くした助役が必要との市長の
考えを汲みながらも、いつまでも２人とするわけにはいか
ないと、中野助役の任期満了の翌日、平成１７年２月２７日か
らこの条例を施行するという内容の修正案が提出され、採
決の結果、賛成多数で修正案のとおり原案を一部修正し可
決すべきものと決定しました。
　６月３０日の本会議で、委員長から報告を受け、審議を行
いましたが、採決の結果、総務常任委員会の決定のとおり、
賛成多数で修正可決しました。
　また、市長提出の助役選任議案も同日に引き続き審議を
行い、賛成多数で同意しました。（４面に記事）
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議員提出の助役定数条例を廃止する条例を修正可決
市長提出の助役選任議案の審議に先だち審査を行いました

公
募
に
よ
る
市
有
地
の
売
却
は
引

続
き
実
施
す
る
。
土
地
開
発
公
社

所
有
の
土
地
は
制
度
上
、
公
募
に

よ
る
売
却
が
で
き
な
い
。

寺
前

尊
文

　

健
康
増
進
法
に
は
、

自
治
体
は
国
民
の
健
康

増
進
の
た
め
積
極
的
に
支
援
す
べ

き
と
い
う
主
旨
が
あ
る
。
中
で
も

今
後
、
市
の
管
理
施
設
で
の
受
動

喫
煙
防
止
策
は
。
市
民
の
喫
煙
率

調
査
を
提
案
す
る
が
考
え
は
。

　

現
在
、
市
の
施
設
で

は
、
喫
煙
専
用
室
の
設

置
や
喫
煙
コ
ー
ナ
ー
に
空
気
清
浄

器
を
置
い
て
分
煙
を
図
っ
て
い
る
。

７
月
１
日
か
ら
は
北
館
玄
関
、
西

側
の
市
民
ロ
ビ
ー
を
禁
煙
に
す
る
。

今
後
も
煙
の
拡
散
を
防
ぎ
、
換
気

に
配
慮
し
て
い
く
。
喫
煙
率
は
調

査
し
て
な
い
が
、
昨
年
の
市
民
健

康
診
査
の
結
果
で
は
、
喫
煙
率
は

一
一
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。

各
種
審
議
会
等
の
設
置
及 

び
運
営
指
針
の
策
定
を

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

中
島　

健
一

　

機
能
が
十
分
に
発
揮

さ
れ
る
に
は
、
広
く
各

界
各
層
の
幅
広
い
年
齢
層
か
ら
適

切
な
人
材
を
選
任
す
る
必
要
が
あ

る
、
ま
た
委
員
の
公
募
も
し
か
り

で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
各

種
審
議
会
ま
か
せ
に
せ
ず
、
統
一

し
た
指
針
を
策
定
す
る
べ
き
で
な

い
か
。
ま
た
会
議
案
内
の
掲
示
に

遺
漏
が
な
い
よ
う
に
し
、
Ｈ
Ｐ
も

積
極
的
に
活
用
す
る
べ
き
で
は
。

　

幅
広
い
人
材
発
掘
に

努
め
、
女
性
委
員
の
比

率
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
目
標
に
積

極
的
に
登
用
を
図
り
、
今
後
と
も

市
民
の
意
見
が
幅
広
く
市
政
に
反

映
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。
統

一
し
た
指
針
は
本
年
度
中
に
策
定

し
た
い
。
会
議
予
定
は
行
政
情
報

コ
ー
ナ
ー
設
置
の
掲
示
板
と
合
わ

せ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
お
知
ら

せ
す
る
よ
う
努
め
る
。

平
野

貞
雄

　

閲
覧
許
可
で
改
め
て

本
物
と
確
認
さ
れ
た
元

助
役
の
調
書
は
、
市
の
調
査
時
の

マ
ス
キ
ン
グ
も
外
さ
れ
、
総
合
公

園
の
工
事
受
注
の
口
利
き
を
し
て

き
た
議
員
の
名
も
出
て
い
る
。
市

と
し
て
再
調
査
し
、
市
民
に
報
告

す
べ
き
で
は
な
い
か
。
清
水
公
園

に
関
わ
る
談
合
を
受
注
業
者
自
身

が
供
述
し
て
い
る
。
損
害
賠
償
を

求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

顧
問
弁
護
士
が
調
書

等
の
写
し
を
入
手
し
、

専
門
家
の
立
場
で
調
査
分
析
を
し

た
報
告
書
の
提
出
を
受
け
た
。
入

札
契
約
制
度
改
善
委
員
会
の
提
言

も
ほ
と
ん
ど
改
善
し
、
再
発
防
止

に
取
り
組
み
、
目
的
は
達
成
で
き

た
。
汚
職
事
件
は
一
定
の
区
切
り

が
つ
い
た
も
の
と
考
え
、
再
調
査

の
考
え
は
な
い
。
損
害
賠
償
請
求

も
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

岩
園
小
建
替
工
事
の
入
札 

妨
害
疑
惑
の
徹
底
調
査
を

日
本
共
産
党　

田
中
え
み
こ

　

岩
園
小
学
校
建
替
工

事
を
め
ぐ
り
新
た
な
疑

惑
が
検
察
調
書
で
明
る
み
に
出
た
。

汚
職
に
関
与
し
た
議
員
が
富
田
元

助
役
と
組
み
、
住
友
建
設
が
工
事

を
取
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
怪

文
書
を
出
し
入
札
つ
ぶ
し
を
画
策

し
た
と
い
う
も
の
。
入
札
の
結
果
、

住
友
建
設
が
予
定
価
格
と
同
じ
額

の
十
九
億
円
で
落
札
し
て
い
る
。

こ
の
件
の
徹
底
調
査
を
求
め
る
。

　

岩
園
小
学
校
工
事
入

札
で
不
正
が
あ
っ
た
と

い
う
事
実
は
、
把
握
し
て
い
な
い
。

調
書
に
関
し
て
は
三
月
に
市
の
顧

問
弁
護
士
か
ら
調
査
報
告
書
の
提

出
を
受
け
、
市
議
会
に
そ
の
要
旨

を
報
告
し
、
六
月
五
日
の
特
別
委

員
会
で
も
、
市
顧
問
弁
護
士
か
ら

の
報
告
と
そ
の
後
の
対
応
に
つ
い

て
議
会
に
報
告
し
た
。
再
調
査
を

行
う
考
え
は
な
い
。

山
手
幹
線
事
業
に
つ
い
て 

庭
園
都
市
構
想
に
つ
い
て

創
政
ク
ラ
ブ　

来
田　
　

守

　

震
災
復
興
事
業
の
山

手
幹
線
の
整
備
事
業
を

見
直
す
の
か
、
そ
れ
と
も
計
画
ど

お
り
実
行
す
る
の
か
。
ま
た
、
工

事
終
了
予
定
は
い
つ
な
の
か
。
そ

し
て
、
工
事
を
進
め
る
に
あ
た
っ

て
沿
道
住
民
の
方
々
と
、
環
境
問

題
、
補
償
交
渉
な
ど
、
誠
実
に
話

し
合
う
用
意
は
あ
る
の
か
。

　

次
に
、
山
中
市
長
公
約
の
庭
園

都
市
構
想
の
内
容
は
何
か
。

　

山
手
幹
線
は
平
成
十

六
年
度
を
目
途
に
早
期

整
備
に
向
け
努
力
し
て
い
る
が
、

残
事
業
量
か
ら
二
年
程
度
の
延
伸

を
考
え
て
い
る
。
環
境
を
守
る
会

と
話
し
合
い
を
進
め
、
地
権
者
と

の
交
渉
は
誠
意
あ
る
対
応
を
し
て

い
く
。
庭
園
都
市
は「
兵
庫
国
体
」

で
全
国
の
皆
さ
ん
を
花
と
緑
い
っ

ぱ
い
の
ま
ち
に
招
く
こ
と
を
目
標

に
し
た
い
。

子
供
の
幸
せ
の
た
め
の
教 

育
改
革
、
地
震
へ
の
備
え

公
明
党　
　
　

帰
山　

和
也

　
「
教
育
の
た
め
の
社

会
」、
つ
ま
り
、
子
供
た

ち
の
幸
せ
に
目
的
を
お
い
た
教
育

改
革
が
必
要
と
考
え
る
が
、
こ
の

点
ど
う
か
。
山
中
市
長
の
所
信
表

明
に
、『
教
育
環
境
整
備
を
図
り
』

と
あ
る
が
、
具
体
的
中
身
は
ど
う

か
。
本
市
の
南
海
地
震
な
ど
の
巨

大
地
震
に
対
す
る
備
え
、
特
に
、

津
波
、
急
傾
斜
地
、
液
状
化
に
対

す
る
防
災
計
画
は
ど
う
か
。

　

市
の
財
政
状
況
は
厳

し
い
が
、
学
校
の
施
設

整
備
、
教
材
備
品
等
に
は
配
慮
し

て
い
く
。
学
識
経
験
者
、
国
・
県
・

市
町
が
合
同
で
設
置
し
た
津
波
災

害
研
究
会
の
調
査
結
果
で
は
、
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
八
・
四
の
南
海
地

震
が
発
生
し
て
も
本
市
護
岸
は
十

分
な
高
さ
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

急
傾
斜
地
、
液
状
化
の
被
害
は
県

が
調
査
の
予
定
で
あ
る
。

生
涯
学
習
に
つ
い
て 

芸
術
文
化
活
動
に
つ
い
て

無
所
属　
　
　

幣
原　

み
や

　

子
育
て
が
一
息
つ
い

た
主
婦
な
ど
、
幅
広
い

世
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
生
涯

学
習
社
会
の
実
現
が
必
要
だ
が
現

時
点
で
の
市
の
取
り
組
み
と
、
民

間
と
の
連
携
状
況
は
ど
う
か
。

　

芦
屋
市
の
芸
術
・
文
化
活
動
へ

の
具
体
的
な
支
援
策
と
山
中
新
市

長
の
こ
の
分
野
に
関
す
る
将
来
の

ビ
ジ
ョ
ン
は
何
か
。

　

就
学
前
の
親
子
を
対

象
と
し
た
、
子
育
て
セ

ン
タ
ー
で
の「
な
か
よ
し
ひ
ろ
ば
」

か
ら
「
芦
屋
川
カ
レ
ッ
ジ
」
ま
で

幅
広
く
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、

新
聞
社
等
民
間
と
も
提
携
し
「
読

書
サ
ロ
ン
」
な
ど
も
実
施
し
て
い

る
。
芸
術
文
化
活
動
に
今
以
上
に

力
を
い
れ
て
い
く
こ
と
は
財
政
的

に
も
困
難
で
あ
る
が
、
質
の
高
い

芸
術
文
化
に
ふ
れ
る
環
境
づ
く
り

に
努
め
て
い
く
。

市
行
政
は 

市
民
の
目
線
、
立
場
で

新
社
会
党　
　

前
田　

辰
一

　
「
お
困
り
で
す
課
」の

設
置
で
、
役
所
の
イ
メ

ー
ジ
一
新
と
言
わ
れ
る
。
役
所
が

市
民
サ
イ
ド
に
立
っ
て
改
革
さ
れ

る
こ
と
は
肝
心
だ
が
、
次
の
点
も

検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
①
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
ス
ピ
ー
ド
化
も
求

め
ら
れ
て
い
る
。
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
を
。
②
行
政
施
策
等
に

対
し
、
第
三
者
機
関
と
し
て
「
行

政
オ
ン
ブ
ズ
」
の
設
置
を
。

　

①
お
困
り
で
す
課
の

担
当
職
員
に
幅
を
持
た

せ
て
い
る
。
役
所
全
体
の
意
識
が

変
わ
る
大
き
な
要
素
と
考
え
て
い

る
。
各
課
長
が
責
任
を
持
っ
て
対

応
す
る
。
②
現
在
、
事
務
事
業
評

価
シ
ス
テ
ム
は
試
行
評
価
を
実
施

し
、
事
務
事
業
の
見
直
し
を
図
っ

て
い
る
。
外
部
委
員
に
よ
る
評
価

も
実
施
予
定
で
あ
り
、
行
政
オ
ン

ブ
ズ
を
設
置
す
る
考
え
は
な
い
。

新
市
長
の
具
体
策
と 

Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
に
つ
い
て

無
所
属　
　
　

伊
藤
と
も
子

　
「
庭
園
都
市
宣
言
」ま

で
に
は
具
体
的
に
何
を

す
る
の
か
。
庭
園
都
市
、
世
界
の

人
が
一
度
は
来
た
く
な
る
ま
ち
を

目
指
す
と
は
観
光
都
市
に
す
る
と

い
う
こ
と
か
。
そ
し
て
そ
れ
は
財

政
破
綻
を
救
う
窮
余
の
策
と
な
り

得
る
の
か
。
防
災
防
犯
等
の
通
報

手
段
に
西
宮
さ
く
ら
Ｆ
Ｍ
か
ら
無

料
放
送
の
申
し
出
が
あ
る
。
こ
の

機
会
に
検
討
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

　

ま
ち
が
一
つ
の
大
き

な
庭
園
と
な
り
、
花
と

緑
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
づ
く
り
が
進

む
よ
う
市
民
、
行
政
が
何
を
す
べ

き
か
考
え
取
り
組
ん
で
い
く
。
庭

園
都
市
は
観
光
都
市
を
目
指
す
も

の
で
は
な
い
が
、
二
度
、
三
度
と

訪
れ
た
い
清
潔
で
安
全
で
美
し
い

ま
ち
と
し
た
い
。
さ
く
ら
Ｆ
Ｍ
放

送
は
有
料
が
前
提
で
、
厳
し
い
財

政
状
況
下
で
は
困
難
で
あ
る
。

芦
屋
市
に
ふ
さ
わ
し
い 

庭
園
都
市
宣
言
の
あ
り
方

英
明
ク
ラ
ブ　

山
田
み
ち
子

　

芦
屋
市
の
特
徴
は
、

豊
か
な
自
然
環
境
と
の

共
生
に
あ
る
。
環
境
都
市
宣
言
も

し
て
い
た
だ
き
た
い
が
ど
う
か
。

　

芦
屋
市
の
花
と
緑
の
市
民
活
動

に
は
す
で
に
実
績
が
あ
り
、「
市
民

と
の
協
働
」
が
最
も
進
ん
で
い
る
。

地
方
自
治
体
を
対
象
と
し
た
「
花

と
緑
の
都
市
づ
く
り
」
国
際
コ
ン

ク
ー
ル
に
応
募
さ
れ
て
世
界
に
発

信
し
て
は
ど
う
か
。

　

環
境
都
市
宣
言
は
、

平
成
十
七
年
度
か
ら
新

た
な
環
境
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
た

段
階
で
の
検
討
課
題
と
考
え
る
。

　

イ
ギ
リ
ス
に
本
部
を
持
つ
国
際

コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
参
加
は
、
先
人

の
築
い
て
こ
ら
れ
た
花
と
緑
の
ま

ち
づ
く
り
を
発
展
さ
せ
、
九
万
市

民
の
誇
り
と
夢
を
こ
の
「
庭
園
都

市
宣
言
」
に
託
し
て
、
応
募
す
る

こ
と
を
検
討
す
る
。

精道保育所で精道保育所で

精道保育所で精道保育所で
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�
�
�
�
財
政
再
建 
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� 

一
　
般
　
質
　
問�

　
六
月
定
例
会
で
は
、
六
月
三
十
日（
月
）、

七
月
一
日（
火
）、
七
月
二
日（
水
）の
三

日
間
、
十
七
人
の
議
員
が
市
政
に
関
す

る
六
十
二
項
目
の
内
容
に
つ
い
て
、
通

告
順
に
質
問
を
行
い
ま
し
た
。�

　
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。�

…質問� …答弁�

　

�
�
�
�
喫
煙
・
審
議
会
・
汚
職
問
題 
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� 

　会派とは、議会内で同じ政策を持つ

議員の集団をいいます。本市議会でも

所属政党とは別に会派を結成すること

が慣例化しています。会派は２人以上

で構成することとし、１人会派は認め

ていません。

　会派制は、会派を単位とするため、

効率的な議会運営ができるとともに、

本市議会では毎年３月に行っている市

長の施政方針に対する総括質問は、各

会派の代表者が行っています。

　新議会では、６つの会派が結成され

ました。会派に属さない議員は４人で

す。

　会派構成及び正副幹事長は、右表の

名簿のとおりです。

　

�
�
�
�
高
齢
者
・
市
住
・
再
開
発
・
学
校 
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� 

市
職
員
の
通
勤
手
当
支
給 

方
法
の
見
直
し
に
つ
い
て

公
明
党　
　
　

田
原　

俊
彦

　

現
在
、
市
職
員
の
通

勤
手
当
は
、
一
ヵ
月
定

期
券
相
当
額
で
毎
月
支
給
さ
れ
て

い
る
。
民
間
企
業
の
よ
う
に
、
六

カ
月
ご
と
へ
の
支
給
に
変
更
す
る

こ
と
で
、
有
利
な
割
引
を
受
け
ら

れ
る
。
現
在
、
毎
月
の
通
勤
手
当

支
給
額
は
い
く
ら
な
の
か
。
ま
た
、

六
ヵ
月
へ
と
切
り
替
え
た
場
合
い

く
ら
削
減
で
き
る
の
か
。
な
ぜ
切

り
替
え
ら
れ
な
い
の
か
。

　

通
勤
手
当
は
給
与
条

例
の
規
定
に
よ
り
、
現

在
、
国
や
近
隣
市
と
同
様
一
月
分

の
運
賃
相
当
額
を
当
月
に
支
給
し

て
お
り
、
全
職
員
で
一
ヵ
月
当
た

り
約
千
八
百
五
十
万
円
で
あ
る
。

こ
れ
を
六
カ
月
定
期
相
当
額
に
改

め
た
場
合
、
年
間
約
千
三
百
二
十

万
円
の
経
費
削
減
が
見
込
ま
れ
る
。

複
数
の
課
題
が
あ
る
が
、
職
員
団

体
と
協
議
し
検
討
す
る
。

文
化
振
興
財
団
の
改
革
に 

つ
い
て

公
明
党　
　
　

徳
田　

直
彦

　

市
の
外
郭
団
体
の
一

つ
で
あ
る
文
化
振
興
財

団
の
こ
の
三
年
間
の
市
か
ら
の
助

成
金
等
の
推
移
、
人
員
体
制
の
推

移
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
改

革
の
中
身
を
明
ら
か
に
せ
よ
。
改

革
の
成
果
は
見
え
て
こ
な
い
が
、

今
後
ど
の
よ
う
に
財
団
を
改
革
す

る
の
か
具
体
策
を
示
せ
。
事
業
の

民
間
委
託
等
を
図
る
べ
き
と
思
う

が
今
後
ど
う
し
て
い
く
の
か
。

　

こ
こ
三
年
間
の
補
助

金
は
横
ば
い
、
委
託
金

は
業
務
内
容
の
見
直
し
を
図
り
、

減
額
し
て
き
て
い
る
。
人
員
に
増

減
は
な
い
が
、
日
給
の
臨
時
職
員

を
時
間
給
に
し
た
り
、
三
交
代
勤

務
を
す
る
な
ど
工
夫
し
て
い
る
。

今
後
財
団
全
域
で
再
度
調
整
し
組

織
の
統
廃
合
も
図
り
た
い
。
名
画

試
写
会
、
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
民
間

事
業
も
呼
び
寄
せ
て
い
る
。

自
主
再
建
プ
ロ
グ
ラ
ム
の 

策
定
を
急
げ

無
所
属　
　
　

大
久
保
文
雄

　

財
政
悪
化
は
破
綻
懸

念
レ
ベ
ル
。
も
は
や
、

「
先
延
ば
し
」と「
責
任
の
拡
散
」は

許
さ
れ
な
い
。
自
主
再
建
計
画
を

こ
の
一
ヵ
月
で
作
り
上
げ
ろ
。

　

人
件
費
削
減
に
取
り
組
む
決
意

は
。
職
員
組
合
と
の
交
渉
は
進
ん

で
い
る
か
。
交
渉
の
場
を
公
開
す

る
考
え
は
な
い
か
。

　

五
年
以
内
に
事
業
化
で
き
な
い

遊
休
地
は
売
却
す
べ
き
だ
。

　

財
政
再
建
の
た
め
す

べ
て
の
事
務
事
業
に
つ

い
て
ゼ
ロ
か
ら
見
直
す
。
全
職
員

を
対
象
と
し
た
給
与
等
の
削
減
は
、

給
料
自
体
の
カ
ッ
ト
を
含
め
、
い

く
つ
か
の
項
目
を
職
員
団
体
等
に

提
案
し
、
現
在
協
議
中
で
あ
る
。

学
区
統
合
、
Ｊ
Ｒ
芦
屋
駅 

南
地
域
開
発
に
つ
い
て

無
所
属　
　
　

畑
中　

俊
彦

　

市
立
芦
屋
高
校
の
募

集
停
止
が
目
前
で
あ
る
。

生
徒
が
勉
強
に
打
ち
こ
め
る
よ
う

に
す
べ
き
だ
。
神
戸
第
一
学
区
と

の
統
合
は
い
つ
か
。
Ｊ
Ｒ
芦
屋
駅

南
地
域
は
再
開
発
事
業
で
駅
前
広

場
、
駅
前
線
の
整
備
に
取
り
組
み
、

Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
二

十
四
時
間
対
応
の
保
育
施
設
や
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
設
置
等
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
に
取
り
組
め
な
い
か
。

　

学
区
統
合
に
つ
い
て

は
、
県
教
育
委
員
会
、

神
戸
市
教
育
委
員
会
と
現
在
最
終

の
調
整
を
図
っ
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
芦

屋
駅
南
地
域
の
開
発
は
、
南
の
玄

関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く
り

を
行
う
必
要
が
あ
る
が
、
早
期
事

業
化
は
、
現
在
の
財
政
状
況
で
は

困
難
で
あ
る
。
保
育
所
設
置
な
ど

は
事
業
が
具
体
化
し
た
段
階
で
の

検
討
課
題
で
あ
る
。

高
齢
者
バ
ス
代
半
額
助
成 

の
復
活
を
求
め
る日

本
共
産
党　

木
野
下　

章

　

四
月
か
ら
の
高
齢
者

バ
ス
代
半
額
助
成
の
廃

止
は
、
街
や
病
院
に
出
か
け
る
回

数
を
減
ら
す
な
ど
高
齢
者
の
足
を

奪
い
、
暮
ら
し
と
社
会
参
加
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
三
千

円
の
助
成
額
は
近
隣
市
に
比
べ
て

も
少
な
い
。
市
民
の
声
に
耳
を
傾

け
、
急
が
な
い
大
き
な
道
路
や
公

園
の
予
算
を
削
り
、
バ
ス
代
半
額

助
成
の
復
活
を
求
め
る
が
ど
う
か
。

　

今
回
の
バ
ス
運
賃
助

成
制
度
の
変
更
に
は
、

高
齢
者
か
ら
多
く
の
声
が
あ
っ
た
。

こ
の
事
業
が
高
齢
者
の
社
会
参
加

を
促
す
効
果
に
つ
い
て
は
認
識
し

て
い
る
が
、
高
齢
者
人
口
が
増
え

続
け
る
中
、
現
在
の
厳
し
い
財
政

状
況
の
も
と
、
高
齢
者
施
策
を
全

体
と
し
て
維
持
し
て
い
く
た
め
判

断
し
た
も
の
で
、
理
解
し
て
ほ
し

い
。学

力
テ
ス
ト
を
実
施
し
学 

力
向
上
を
図
れ英

明
ク
ラ
ブ　

松
木　

義
昭

　

今
、
学
習
内
容
が
約

三
割
削
減
さ
れ
た
新
学

習
指
導
要
領
と
完
全
週
五
日
制
の

実
施
で
学
力
の
低
下
を
心
配
す
る

声
が
高
ま
っ
て
い
る
。
市
で
は
十

五
年
前
に
学
力
テ
ス
ト
を
実
施
し

た
が
、
同
じ
方
式
で
学
力
テ
ス
ト

を
実
施
し
、
市
内
の
児
童
・
生
徒

の
学
力
が
低
下
し
た
の
か
、
向
上

し
た
の
か
検
証
し
、
学
力
向
上
を

図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

昭
和
六
十
三
年
に
実

施
し
た
教
育
行
政
調
査

は
、
当
時
の
学
習
指
導
要
領
で
実

施
し
た
も
の
で
、
新
学
習
指
導
要

領
と
は
そ
の
方
針
・
内
容
等
も
異

な
り
、
比
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

児
童
生
徒
の
学
習
内
容
の
習
得
状

況
や
学
習
に
対
す
る
意
欲
、
生
活

の
様
子
を
調
べ
、
ど
の
よ
う
な
調

査
が
実
施
で
き
る
か
今
後
検
討
を

進
め
て
い
く
。

市
営
住
宅
、
改
良
住
宅
の 

問
題
点
に
つ
い
て新

社
会
党　
　

山
口
み
さ
え

　

市
営
住
宅
の
申
し
込

み
に
つ
い
て
申
込
資
格

と
申
込
期
間
の
改
善
は
で
き
な
い

か
。
ま
た
、
市
営
住
宅
や
改
良
住

宅
に
お
住
ま
い
の
方
か
ら
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
設
置
や
駐
車
場
整
備
等
々

の
要
望
が
多
数
上
が
っ
て
い
る
が
、

市
が
持
っ
て
い
る
住
宅
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
実
施
計
画
は
い
つ
を
め

ど
に
進
め
て
い
く
予
定
な
の
か
。

　

在
住
在
勤
条
件
の
変

更
や
受
付
回
数
を
増
や

す
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
が
な
い
こ
と
に
よ
る
高

齢
者
・
障
害
者
の
住
み
替
え
は
昨

年
度
三
世
帯
あ
っ
た
。
駐
車
場
整

備
の
要
望
も
あ
る
。
住
宅
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
は
、
既
存
住
宅
の
団
地

別
、
住
棟
別
の
活
用
方
針
を
定
め

て
い
る
が
、
財
政
事
情
に
よ
り
実

施
計
画
が
立
て
ら
れ
な
い
状
況
で

あ
る
。

「
健
康
増
進
法
」
を
受
け 

受
動
喫
煙
防
止
の
徹
底
を

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

寺
前　

尊
文

「
受
動
喫
煙
の
防
止
」は
最
重
要
項

目
。『
副
流
煙
』
に
は
発
ガ
ン
性
物

質
を
四
十
種
類
以
上
含
み
、
非
喫

煙
者
の
健
康
を
著
し
く
阻
害
す
る
。

汚
職
・
口
利
き
疑
惑
の
再 

調
査
と
市
民
へ
の
報
告
を

日
本
共
産
党　

平
野　

貞
雄

議会の動きから
　　　会派の結成状況

所　属　議　員　（◎幹事長　○副幹事長）会　派　名

◎来田　　守　○青木　　央　　山村　悦三　　都筑　省三　　長野　良三創 政 ク ラ ブ

◎山田みち子　○灘井　義弘　　小川　芳一　　松木　義昭英 明 ク ラ ブ

◎田中えみこ　○木野下　章　　平野　貞雄日 本 共 産 党

◎徳田　直彦　○帰山　和也　　田原　俊彦公 明 党

◎重村啓二郎　○中島　健一　　寺前　尊文ワ ー ク シ ョ ッ プ

◎山口みさえ　○前田　辰一新 社 会 党

　大久保文雄　　畑中　俊彦　　幣原　みや　　伊藤とも子会派に属さない議員

会派名簿（大会派・届出順） 平成１５年６月１８日現在
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